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│
ウ
デ
ィ
ピ
村
か
ら
街
の
厨
房
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一
　
都
市
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
児
童
労
働

　
最
近
、
都
市
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
急
速
な
発
展
に
と
も
な
い
、
た
と
え
ば
、
南
イ
ン
ド
の
Ｉ
Ｔ
都
市
バ
ン

ガ
ロ
ー
ル
市
や
国
際
金
融
・
通
商
の
中
心
ム
ン
バ
イ
市
な
ど
に
展
開
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
や
高
級
ホ
テ
ル
の

飲
食
業
に
従
事
す
る
児
童
労
働
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
か
れ
ら
は
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
ウ
デ
ィ
ピ
村
を
出

身
地
と
す
る
特
定
の
カ
ー
ス
ト
階
層
の
子
ら
で
あ
り
、
か
れ
ら
の
労
働
の
場
は
こ
れ
ら
近
代
施
設
の
中
の
、

厨
房
の
奥
に
「
穢
れ
」
の
仕
事
に
の
み
従
事
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
の

「
労
働
市
場
」
は
地
理
的
地
域
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
通
常
の
姿
で
あ
る
。
南
イ
ン
ド
、
シ
バ
カ
シ
村
の

マ
ッ
チ
工
女
は
生
活
圏
の
な
か
の
児
童
労
働
と
い
う
性
格
を
も
つ
。
農
村
立
地
の
地
場
産
業
は
ほ
と
ん
ど

が
同
じ
特
徴
を
も
つ
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
は
同
じ
生
活
慣
習
や
母
語
を
共
有
す
る
社
会
の
な
か
で
の
み
、

親
兄
弟
と
離
れ
て
働
き
に
で
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
同
じ
文
化
圏
の
範
囲
で
の

労
働
移
動
と
い
う
限
定
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
地
理
的
・
文
化
的
地
域
の
枠
を
越
え
て
幼
い
子
ど
も

た
ち
が
移
動
し
、
労
働
に
つ
く
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
な
ん
ら
か
の
「
強
制
や
拉
致
」
な
ど
非
経
済
的
、
反

社
会
的
行
為
が
働
く
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
よ
う
な
物
理
的
要
因
と
は
別
に
「
社
会
的
、
宗

教
的
慣
習
」
の
要
因
が
潜
む
と
考
え
ら
れ
る
。
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本
章
が
扱
う
児
童
労
働
の
移
動
形
態
は
後
者
の
場
合
で
あ
り
、
最
近
き
わ
め
て
顕
著
に
見
ら
れ
る
現
象

で
あ
る
。
も
と
も
と
、
そ
の
流
れ
は
古
く
二
〇
世
紀
初
頭
、
英
領
イ
ン
ド
時
代
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
時
の
ボ
ン
ベ
イ
や
マ
ド
ラ
ス
な
ど
、
都
市
化
が
急
速
に
進
む
過
程
で
ウ
デ
ィ
ピ
の
菜
食
料
理
へ
の
需
要

が
増
大
し
た
こ
と
が
ウ
デ
ィ
ピ
の
子
ど
も
達
を
引
き
寄
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
二
章
「
シ
バ
カ
シ
村

の
マ
ッ
チ
工
女
」、
三
章
「
タ
ー
ル
砂
漠
の
児
童
労
働
」
な
ど
の
事
例
と
異
な
り
、
子
ど
も
の
所
属
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
お
け
る
カ
ー
ス
ト
の
排
他
性
や
「
浄
と
穢
れ
」
の
宗
教
観
念
が
決
定
的
な
影
響
力
を
も
つ
労

働
移
動
で
あ
る
。
し
か
も
移
動
の
空
間
距
離
が
地
元
農
村
か
ら
同
一
文
化
圏
に
あ
る
中
小
都
市
（
ウ
デ
ィ

ピ
市
や
州
第
二
の
都
市
マ
ン
ガ
ロ
ー
ル
市
）
へ
、
さ
ら
に
は
近
代
都
市
の
性
格
を
も
つ
大
都
市
バ
ン
ガ
ロ
ー

ル
市
に
い
た
る
場
合
、
ま
た
は
州
境
を
越
え
子
ど
も
に
と
っ
て
異
文
化
社
会
と
も
い
う
べ
き
州
都
チ
ェ
ン

ナ
イ
や
ム
ン
バ
イ
な
ど
急
速
な
都
市
化
を
遂
げ
た
大
都
市
へ
と
子
ど
も
の
移
動
が
進
む
。
そ
の
背
後
に
は

「
食
」
と
「
カ
ー
ス
ト
制
約
」
と
い
う
、
古
来
か
ら
の
宗
教
的
不
文
律
が
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
。

　
本
章
は
こ
の
特
異
な
子
ど
も
の
労
働
移
動
が
他
地
域
・
異
文
化
環
境
へ
と
、
そ
し
て
大
都
会
の
高
層
ホ

テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
と
進
行
す
る
現
状
を
素
描
し
、
都
市
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
発
達
が
生
ん
だ
新
た
な
児

童
労
働
の
慣
習
形
態
と
「
労
働
市
場
形
成
」
の
構
図
を
検
討
し
た
い
。「
子
ど
も
は
な
ぜ
、
学
校
に
行
け
な
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写真：非合法な労働現場から NGO によって救出された幼女たち。
場所：ウディピ市郊外の NGO リハビリ施設
撮影：筆者　個人蔵

い
の
か
」。
そ
の
重
層
的
な
障
壁
の
一
つ
、
カ
ー
ス

ト
観
念
の
根
源
に
あ
る
宗
教
的
倫
理
観
、「
浄
と
穢

れ
」
が
支
配
す
る
労
働
慣
習
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
以
下
に
私
の
論
点
二
題
を
紹
介
し
て
本
章

の
問
題
提
起
と
し
た
い
。
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
は
こ

れ
ら
に
関
わ
る
事
実
の
発
掘
・
確
認
を
主
眼
に
行

わ
れ
た
。

１
　
浄
と
穢
れ
と
労
働

論
点
一
【
ウ
デ
ィ
ピ
の
児
童
労
働
問
題
に
は
そ
の

背
後
に
カ
ー
ス
ト
制
度
が
生
み
出
し
た
「
浄
と
穢

れ
」
の
排
他
性
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。】

　
ウ
デ
ィ
ピ
市
郊
外
に
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（The

C
on-

cerned
for

W
orking

C
hildren

）
の
児
童
労
働
リ
ハ
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ビ
リ
施
設
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
お
よ
そ
年
齢
一
〇
歳
前
後
の
幼
女
た
ち
の
集
団
が
生
活
し
て
い
る
。
子

ど
も
達
は
か
つ
て
、
州
内
各
地
の
ホ
テ
ル
や
食
堂
に
苦
し
い
日
々
を
過
ご
し
た
経
験
を
も
ち
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
手

に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
、
こ
こ
に
収
容
さ
れ
た
。
子
ど
も
達
の
多
く
は
精
神
的
に
傷
つ
き
、
幼
い
か
ら
だ
は

衰
え
、
リ
ハ
ビ
リ
を
必
要
と
し
て
い
る
。
子
ど
も
達
の
実
家
は
大
部
分
が
カ
ー
ス
ト
階
層
の
最
下
層
、
ダ

リ
ッ
ト
（D

alits

）
に
属
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
っ
て
「
救
出
」
さ
れ
た
後
も
親
元
に
帰
る
こ
と
を
拒
む
と
い
う
。

ふ
た
た
び
強
制
的
に
仕
事
に
連
れ
戻
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
る
と
い
う
。
幼
い
子
ら
は
、
児
童
労
働
か
ら
解

放
さ
れ
た
不
可
触
民
の
子
ら
で
あ
る
。

２
　
慣
習
的
労
働

論
点
二
【
ウ
デ
ィ
ピ
村
の
子
ど
も
た
ち
が
遠
く
、
言
語
や
文
化
・
生
活
慣
習
の
異
な
る
地
に
働
く
理
由
や
背

景
に
は
経
済
的
理
由
を
超
え
て
、
幼
少
期
の
労
働
を
め
ぐ
る
社
会
的
、
制
度
的
慣
習
の
あ
る
こ
と
が
多
い
。】

　
開
発
論
の
扱
う
二
重
経
済
下
の
労
働
移
動
は
都
市
・
農
村
の
賃
金
格
差
、
移
動
に
よ
る
期
待
便
益
と
コ

ス
ト
の
比
較
、
移
動
の
物
理
的
距
離
と
コ
ス
ト
、
さ
ら
に
都
市
労
働
市
場
に
関
す
る
情
報
量
な
ど
を
主
と

す
る
説
明
モ
デ
ル
か
ら
成
り
立
つ
。
し
か
も
、
移
動
の
意
思
決
定
者
が
家
計
の
主
体
で
あ
る
成
人
家
長
で
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写真：ウディピ市にそびえるドラビダ（Dravida）建築様式のクリシュナ寺
　　　院（Krishna）。13 世紀建立のクリシュナ神信仰のメッカ。ウディピ菜
　　　食料理の発祥の地として巡礼者が絶えない。
提供：ウディピ市広報
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あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
行
動
を
経
済
領
域
の
枠
内
で
説
明
し
よ
う
と
す
る
議
論
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

本
章
が
扱
う
ウ
デ
ィ
ピ
の
子
ど
も
が
な
ぜ
、
遠
く
異
文
化
の
社
会
に
し
か
も
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
厨

房
に
働
く
場
を
求
め
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
は
答
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
に
は
カ
ー
ス
ト
制
に

深
く
根
ざ
し
た
労
働
慣
習
が
あ
る
。
そ
し
て
、
菜
食
料
理
の「
食
」と「
浄
と
穢
れ
」と
い
う
基
本
的
な
カ
ー

ス
ト
観
や
慣
習
が
あ
る
。
食
の
慣
習
と
制
度
の
問
題
に
深
く
関
わ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。

３
　
菜
食
料
理
・「
浄
と
穢
れ
」・
子
ど
も
の
移
動

　
南
イ
ン
ド
一
帯
に
は
都
市
、
農
村
を
問
わ
ず
い
た
る
所
に
「
ウ
デ
ィ
ピ
」（U

dipi

）
料
理
の
名
を
つ
け
た

ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
簡
易
食
堂
、
さ
ら
に
は
路
上
の
屋
台
な
ど
が
繁
盛
し
て
い
る
の
に
驚
か
さ
れ
る
。

タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
州
都
チ
ェ
ン
ナ
イ
市
に
は
高
級
ホ
テ
ル
か
ら
路
上
・
小
路
の
屋
台
に
い
た
る
ま
で

「
ウ
デ
ィ
ピ
」
の
地
名
を
つ
け
た
郷
土
料
理
店
が
立
ち
並
ぶ
。
西
隣
り
の
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
州
都
バ
ン
ガ

ロ
ー
ル
市
や
遠
く
離
れ
た
マ
ハ
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
州
州
都
ム
ン
バ
イ
市
で
も
同
じ
光
景
を
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
南
イ
ン
ド
一
帯
の
、
特
に
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
伝
統
の
菜
食
主
義
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
料
理
の
代
名
詞

で
も
あ
る
、
ウ
デ
ィ
ピ
料
理
と
は
ア
ラ
ビ
ア
海
に
面
し
た
、
椰
子
の
緑
溢
れ
る
静
か
な
町
（U

dipi

）
が
発
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祥
の
地
と
さ
れ
る
。
あ
る
特
定
の
社
会
階
層
の
子
ど
も
が
厨
房
の
雑
業
を
担
う
。
今
、
活
況
を
み
せ
る
都

市
サ
ー
ビ
ス
業
の
発
達
が
子
ど
も
達
を
呼
び
寄
せ
る
の
で
あ
る
。
子
ど
も
達
は
険
し
い
西
ガ
ー
ツ
山
脈
を

越
え
、
大
都
会
の
厨
房
の
労
働
に
吸
収
さ
れ
て
い
く
。
新
し
い
型
の
労
働
移
動
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。二

　
巡
礼
地
ウ
デ
ィ
ピ
の「
菜
食
料
理
」

　
南
イ
ン
ド
、
ア
ラ
ビ
ア
海
に
面
し
た
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
の
沿
海
部
、
や
が
て
ゴ
ア
（G

oa

）
に
至
る
と

い
う
と
こ
ろ
に
小
都
市
ウ
デ
ィ
ピ
が
あ
る
。
州
第
二
の
大
都
会
マ
ン
ガ
ロ
ー
ル
市
か
ら
海
岸
線
に
沿
っ
て

国
道
を
北
上
、
二
、
三
時
間
ほ
ど
走
る
と
広
大
な
椰
子
林
の
中
に
ク
リ
シ
ュ
ナ
寺
院
を
と
ら
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
が
南
イ
ン
ド
で
最
も
有
名
な
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
寺
院
の
一
つ
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
信
仰
の
メ
ッ
カ

で
あ
る
。
そ
し
て
敬
虔
な
信
徒
の
巡
礼
の
地
で
あ
る
。
こ
こ
が
ウ
デ
ィ
ピ
市
（
人
口
二
・
七
万
人
、
二
〇
〇

一
年
現
在
）
、
ウ
デ
ィ
ピ
県
（
人
口
一
一
一
万
人
、
二
〇
〇
一
年
現
在
）
の
中
心
地
で
あ
る
。
こ
の
事
例
調
査

の
興
味
深
い
問
題
は
い
わ
ゆ
る
カ
ー
ス
ト
階
層
の
最
低
位
に
属
す
る
子
ど
も
達
が
児
童
労
働
の
形
態
を
と

り
、
特
定
の
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
の
「
労
働
市
場
」
に
登
場
す
る
と
い
う
現
象
に
あ
る
。
こ
れ
ら
子
ど
も
達
へ
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の
労
働
需
要
は
ウ
デ
ィ
ピ
の
村
々
に
集
中
的
に
発
生
す
る
。
こ
こ
に
は
宗
教
上
の
戒
律
「
淨
と
穢
れ
」
と

「
食
」
の
密
接
な
関
係
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
後
に
ふ
れ
る
こ
と
に
し
て
わ
た
く
し
が
好
ん
で
食

し
た
巡
礼
地
の
菜
食
料
理
を
紹
介
し
た
い
。
ウ
デ
ィ
ピ
料
理
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
巡
礼
地
か
ら
生
ま
れ
た
菜
食

料
理
と
い
わ
れ
、
き
わ
め
て
厳
格
な
宗
教
上
の
戒
律
の
う
え
に
成
立
す
る
料
理
で
あ
る
。
こ
れ
を
食
す
る

人
は
カ
ー
ス
ト
階
層
の
最
上
位
ブ
ラ
ー
マ
ン
、
調
理
す
る
人
も
ブ
ラ
ー
マ
ン
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
ル
ー
ル
は
厳
し
く
監
視
さ
れ
、
守
ら
れ
て
い
る
。
料
理
は
原
則
と
し
て
バ
ナ
ナ
の
葉
の
上
に
盛
る
。
厨

房
で
働
く
料
理
人
の
う
ち
食
材
を
調
達
し
、
搬
入
・
調
理
の
準
備
を
す
る
担
当
も
ブ
ラ
ー
マ
ン
。
そ
し
て

も
う
一
つ
の
分
業
ラ
イ
ン
に
は
食
後
の
皿
洗
い
、
汚
物
の
あ
と
片
付
け
、
清
掃
な
ど
「
穢
れ
」
の
作
業
に
属

す
る
労
働
が
あ
る
。
こ
れ
が
カ
ー
ス
ト
最
下
位
の
子
ど
も
の
役
目
で
あ
る
。
食
材
も
厳
格
な
宗
教
上
の
理

由
か
ら
選
別
さ
れ
る
。
タ
マ
ネ
ギ
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
は
使
え
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
肉
類
、
魚
類
、
甲
殻
類
は

ご
法
度
で
あ
る
。
宗
教
戒
律
か
ら
求
め
ら
れ
、
よ
り
厳
格
な
禁
止
食
材
は
料
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
具
材
は
基
本
的
に
地
元
の
産
物
に
限
ら
れ
る
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
サ
ン
バ
ー

（Sam
bar

）
シ
チ
ュ
ウ
料
理
が
あ
る
。
具
材
は
カ
ボ
チ
ャ
と
グ
ル
（
ヨ
ー
グ
ル
ト
）
を
使
い
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ

と
コ
コ
油
を
ベ
ー
ス
に
す
る
。
イ
ン
ド
料
理
の
代
表
格
マ
サ
ラ
・
ド
サ
（M

asala
dosa

）
は
ウ
デ
ィ
ピ
料

理
か
ら
誕
生
し
、
今
で
は
イ
ン
ド
料
理
を
総
称
す
る
代
表
的
な
品
目
で
あ
る
。
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１
　
カ
ー
ス
ト
帰
属
意
識

　
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
ウ
デ
ィ
ピ
県
は
ア
ラ
ビ
ア
海
に
面
し
た
沿
海
地
域
に
あ
る
。
こ
こ
の
カ
ー
ス
ト
構
成

は
Ｐ
・
Ｓ
・
ラ
ガ
ベ
ン
ド
ラ
（P.S.R

aghavendra

）
に
よ
る
と
次
表
の
よ
う
な
分
類
と
な
　（

１
）

る　
。

　
本
章
で
は
、
カ
ー
ス
ト
階
層
は
上
位
カ
ー
ス
ト
に
位
置
す
る
「
ブ
ラ
ー
マ
ン
」
（
料
理
人
な
ど
）
と
下
位

カ
ー
ス
ト
の
中
の
「
指
定
カ
ー
ス
ト
」（
最
不
浄
の
ダ
リ
ッ
ト
）
と
の
非
対
称
関
係
に
注
目
す
る
。
こ
の
カ
ー

ス
ト
階
層
図
は
主
要
な
カ
ー
ス
ト
の
み
を
と
り
あ
げ
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
は
ま
た
、
多
く
の
サ
ブ
・

カ
ー
ス
ト
が
つ
な
が
る
。
そ
れ
ぞ
れ
は
職
業
集
団
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
を
構
成
す
る
機
能
的

役
割
を
分
業
す
る
集
団
が
あ
る
。
表
中
下
位
カ
ー
ス
ト
分
類
の
「
指
定
カ
ー
ス
ト
」
は
ウ
ド
ゥ
ピ
県
総
人

口
約
百
十
一
万
人
（
二
〇
〇
一
年
）
の
ほ
ぼ
六
・
一
四
％
に
あ
た
る
人
口
規
模
で
あ
る
。
こ
れ
は
行
政
区
分

を
単
位
に
み
た
指
定
カ
ー
ス
ト
で
あ
り
、
近
隣
の
同
一
言
語
カ
ン
ナ
ダ
語
圏
の
人
口
規
模
を
も
と
に
子
ど

も
の
労
働
力
供
給
の
規
模
を
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
。
と
こ
ろ
で
、
カ
ー
ス
ト
の
帰
属
意
識
は
一
人
ひ
と
り

の
役
割
や
仕
事
を
相
互
に
確
認
、
承
認
し
、
保
障
、
保
護
す
る
と
い
う
行
為
や
行
動
を
と
も
な
う
。
し
た

が
っ
て
、
ウ
ド
ゥ
ピ
に
属
す
る
ダ
リ
ッ
ト
（D

alit
）
と
よ
ば
れ
る
最
下
層
の
人
が
村
を
離
れ
遠
く
異
文
化

社
会
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
労
働
の
機
会
を
得
る
場
合
、
ブ
ラ
ー
マ
ン
雇
用
者
と
の
関
係
は
村
の
社
会
関
係
を
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そ
の
ま
ま
維
持
す
る
こ
と
が
必
須
と
さ
れ
る
。
カ
ー
ス
ト
帰
属
意
識
と
は
そ
の
よ
う
な
自
他
の
カ
ー
ス
ト

関
係
を
認
識
し
、
尊
重
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

２
　
法
規
制
の
限
界

　
か
つ
て
不
可
触
民U

ntouchables

と
呼
ば
れ
、
い
ま
で
は
法
律
に
よ
っ
て
ダ
リ
ッ
ト
の
名
称
で
区
分

さ
れ
る
カ
ー
ス
ト
制
の
外
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
人
々
を
保
護
す
る
た
め
に
、
一
九
五
五
年
制
定
の
「T

he

U
ntouchability

(O
ffences)A

ctof1955

」
が
あ
る
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
人
々
を
物
理

的
に
迫
害
、
差
別
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
法
律
で
あ
る
。
ブ
ラ
ー
マ
ン
経
営
の
食
堂
に
入
室
を
拒
否
す
る
な

ど
、
明
ら
か
に
物
理
的
に
拒
絶
す
る
よ
う
な
行
為
を
厳
し
く
禁
じ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
不
可
触
民

へ
の
差
別
、
迫
害
、
執
拗
な
排
除
行
為
な
ど
社
会
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
反
ダ
リ
ッ
ト
の
傾
向
は
増
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
ダ
リ
ッ
ト
の
抵
抗
も
は
げ
し
く
な
る
。

　
も
う
一
つ
、「
児
童
労
働
﹇
禁
止
・
規
制
﹈
法
―
一
九
八
六
」
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
初
等
教
育
学

齢
期
の
子
ど
も
（
五
歳
〜
一
四
歳
）
の
労
働
を
禁
止
し
て
い
る
。
法
律
が
制
定
さ
れ
、
す
で
に
二
〇
数
年

を
経
過
し
た
が
ウ
デ
ィ
ピ
の
子
ど
も
は
果
た
し
て
、
西
ガ
ー
ツ
山
脈
の
峠
越
え
を
す
る
こ
と
な
く
学
校
に
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戻
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
新
聞
報
道
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
市
は
「
条

例
に
よ
り
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
一
〇
日
ま
で
に
市
内
の
ホ
テ
ル
・
飲
食
店
か
ら
児
童
労
働
を
一
掃
す
る
」

予
定
で
あ
る
、
と
。
し
か
し
、
雇
用
者
は
子
ど
も
の
年
齢
を
一
四
歳
以
上
、
あ
る
い
は
家
族
関
係
の
者
と

偽
り
、
家
事
手
伝
い
だ
と
主
張
す
る
。
子
ど
も
達
は
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
に
溢
れ
る
（The

H
indu,04

/10
/2006

、

“D
espite

L
oom

ing
D

eadline,C
hild

L
abouris

R
am

pantin
B

angalore”

）
。
そ
し
て
、
ム
ン
バ
イ
市
は
「
ム

ン
バ
イ
の
料
理
メ
ニ
ュ
ー
の
背
後
に
子
ど
も
達
」
と
題
し
て
、「
ウ
デ
ィ
ピ
料
理
店
の
オ
ー
ナ
ー
は
誰
も
が
、

児
童
労
働
は
罪
で
は
な
い
、
む
し
ろ
社
会
奉
仕
だ
と
答
え
て
い
る
」
と
公
式
見
解
を
発
表
し
て
い
る
（IB

N

N
ov.10,2006,“C

hildren
behind

M
um

bai’M
enu”

）
。

３
　
淨
と
穢
れ
と
労
働
の
分
業

　
ニ
ー
ル
ギ
リ
山
地
ウ
ー
テ
ィ
に
近
い
小
都
市
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
観
察
し
た
事
例
を
紹
介
し
た
い
。
私
と

同
行
す
る
地
元
出
身
の
社
会
学
者
は
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
出
身
の
厳
格
な
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
。
着
席
と
同
時
に

一
人
の
ボ
ー
イ
長
と
も
見
え
る
男
が
近
寄
り
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
か
否
か
を
確
認
す
る
。
わ
た
く
し
が
ベ
ジ

タ
リ
ア
ン
で
も
あ
る
し
ノ
ン
・
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
で
も
あ
る
、
と
答
え
る
と
同
行
の
友
人
は
即
座
に
私
の
言
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葉
を
制
し
て
「
二
人
と
も
厳
格
な
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
だ
」
と
現
地
の
言
葉
で
答
え
て
い
た
。
わ
た
く
し
が
ノ

ン
・
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
な
ら
二
人
は
部
屋
を
別
に
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
の
こ
と
だ
。
ま
ず
食
事
の
「
場
」

が
峻
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
制
服
姿
の
子
ど
も
が
二
人
ほ
ど
部
屋
の
隅
で
待
機
し
て
い
る
様
子

が
見
え
る
。
ボ
ー
イ
長
が
注
文
を
と
り
、
料
理
皿
は
制
服
姿
の
子
ど
も
が
配
膳
す
る
。
ボ
ー
イ
長
は
厨
房

に
戻
っ
て
い
る
様
子
な
の
で
す
か
さ
ず
子
ど
も
に
質
問
を
連
発
す
る
。
出
身
地
、
家
業
、
年
齢
、
カ
ー
ス

ト
、
就
職
斡
旋
人
な
ど
。
こ
の
よ
う
な
質
問
に
対
す
る
店
側
の
警
戒
心
は
年
毎
に
厳
し
く
な
る
。
今
回
（
一

九
九
八
年
）
も
そ
う
で
あ
る
。
子
ど
も
と
の
会
話
が
長
引
く
様
子
が
知
れ
る
と
、
す
ば
や
く
フ
ロ
ア
・
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
ら
し
き
男
が
慇
懃
無
礼
に
も
そ
の
会
話
の
場
面
を
遮
断
す
る
。
子
ど
も
に
厳
し
い
目
を
む
け

て
い
る
。
お
そ
ら
く
あ
と
で
叱
責
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
二
人
目
も
か
ろ
う
じ
て
聞
き
取
り
に
成
功
す

る
。
客
と
接
触
で
き
る
子
ど
も
は
二
人
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。
二
人
に
共
通
す
る
こ
と
が
あ
る
。
出
身
は

ウ
デ
ィ
ピ
県
、
し
か
し
村
は
異
な
る
。
小
学
低
学
一
年
（
ク
ラ
ス
１
）
を
終
え
る
と
す
ぐ
に
、
村
を
出
る
。

年
齢
一
一
歳
（
六
歳
か
ら
働
き
始
め
、
す
で
に
五
年
間
勤
め
る
）
。
カ
ー
ス
ト
は
指
定
カ
ー
ス
ト
と
い
う
。
就

職
斡
旋
は
村
外
か
ら
の
業
者
だ
と
い
う
。
食
事
を
終
え
カ
ウ
ン
タ
ー
で
支
払
い
を
済
ま
せ
る
様
子
を
み
せ

な
が
ら
厨
房
を
覗
き
込
む
。
一
瞬
さ
え
ぎ
ら
れ
る
が
、
な
か
ば
強
引
に
中
に
入
り
込
む
と
皿
洗
い
に
専
念

す
る
三
人
の
幼
児
、
年
齢
は
お
よ
そ
五
、
六
歳
ほ
ど
の
姿
が
あ
っ
た
。
厨
房
の
も
っ
と
も
「
穢
れ
た
」
仕
事
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場
に
働
く
児
童
労
働
の
現
実
が
こ
こ
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
移
動
途
中
に
立
ち
寄
る
レ
ス
ト
ラ
ン
や
簡
易

食
堂
で
も
同
じ
よ
う
な
場
景
を
目
に
し
た
。
ウ
デ
ィ
ピ
系
統
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
店
の
従
業
員
は
そ
れ
ぞ
れ

の
仕
事
の
役
割
分
担
ご
と
に
ユ
ニ
ホ
ー
ム
が
異
な
る
。
仕
事
は
、
注
文
取
り
、
配
膳
サ
ー
ビ
ス
係
り
、
調

理
人
、
そ
し
て
皿
洗
い
、
汚
物
処
理
な
ど
に
分
業
、
固
定
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
「
最
淨
の
ブ
ラ
ー
マ

ン
」、「
最
不
浄
の
不
可
触
民
」
の
カ
ー
ス
ト
階
層
区
分
と
直
結
し
、「
穢
れ
」
と
い
う
排
除
の
観
念
が
物
理

的
な
抑
圧
の
原
理
と
化
し
た
の
で
あ
る
。
ウ
デ
ィ
ピ
の
働
く
子
ど
も
を
支
配
し
、
い
ま
だ
に
生
き
る
慣
習

の
恐
ろ
し
さ
を
垣
間
見
る
思
い
で
あ
っ
た
。

三
　
な
ぜ
、
ウ
デ
ィ
ピ
の
子
ど
も
か

　
厳
格
な
菜
食
料
理
を
生
み
出
し
た
ウ
デ
ィ
ピ
巡
礼
地
を
覆
う
宗
教
戒
律
の
厳
し
さ
は
カ
ー
ス
ト
間
の
、

い
わ
ゆ
る
イ
ン
タ
ー
ダ
イ
ニ
ン
グ
（inter-dining

）
を
禁
止
す
る
慣
習
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ウ
デ
ィ
ピ

市
に
あ
る
ク
リ
シ
ュ
ナ
寺
院
を
中
心
に
巡
礼
地
ら
し
い
寺
町
が
広
が
る
。
あ
る
ブ
ラ
ー
マ
ン
専
用
の
食
事

処
の
事
例
で
あ
る
。
経
営
者
は
厳
格
な
ブ
ラ
ー
マ
ン
家
族
の
出
身
、
代
々
こ
の
地
で
食
堂
を
経
営
し
て
い

る
。
従
業
員
は
す
べ
て
姻
戚
関
係
に
あ
る
ブ
ラ
ー
マ
ン
と
い
う
。
提
供
す
る
料
理
は
ブ
ラ
ー
マ
ン
御
用
達
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の
品
々
ば
か
り
で
あ
る
。
同
行
の
知
人
研
究
者
に
よ
る
と
、
食
事
メ
ニ
ュ
ー
に
は
具
材
の
詳
細
と
カ
ロ
リ
ー

が
表
示
さ
れ
、
そ
こ
に
は
「
ブ
ラ
ー
マ
ン
料
理
の
調
理
上
の
ル
ー
ル
を
満
た
し
て
い
ま
す
」
と
地
元
カ
ン

ナ
ダ
語
の
特
段
の
大
き
な
活
字
体
で
注
意
書
き
し
て
あ
る
、
と
い
う
。
そ
れ
は
ブ
ラ
ー
マ
ン
菜
食
料
理
の

純
粋
専
門
店
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
る
。
逆
に
非
ブ
ラ
ー
マ
ン
の
客
に
は
飲
食
を
断
る
こ
と

に
な
る
。
巡
礼
者
か
ら
、
の
ど
の
渇
き
を
癒
す
一
杯
の
水
を
乞
わ
れ
て
も
、
非
ブ
ラ
ー
マ
ン
の
場
合
は
入

室
さ
え
拒
否
し
店
の
外
で
接
客
す
る
と
い
う
。
物
理
的
に
非
ブ
ラ
ー
マ
ン
を
排
除
・
抑
止
す
る
原
理
が
働

く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ブ
ラ
ー
マ
ン
階
層
の
「
最
淨
―purity

」
を
守
る
た
め
に
は
不
可
触
民
の
「
最

不
浄
」
を
「
穢
れ
―pollution

」
た
も
の
と
し
て
物
理
的
に
排
除
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
　（

２
）

い　
。

　
こ
の
よ
う
な
排
除
の
観
念
が
慣
習
化
し
た
世
界
が
今
も
、
ク
リ
シ
ュ
ナ
寺
院
の
寺
町
に
実
在
し
て
い
る

の
で
あ
る
。「
穢
れ
た
」
階
層
の
児
童
労
働
は
こ
の
カ
ー
ス
ト
階
層
固
定
化
の
一
つ
の
現
れ
で
も
あ
る
。
数

日
間
、
寺
町
一
帯
の
食
堂
や
高
級
老
舗
の
専
門
店
を
巡
り
、
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
食
の
こ
だ
わ
り
と
カ
ー
ス

ト
慣
習
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
ウ
デ
ィ
ピ
県
の
内
陸
部
、
い
く
つ
か
の

農
村
と
中
間
都
市
を
訪
ね
る
に
あ
た
り
つ
ぎ
の
よ
う
な
仮
説
を
組
み
立
て
た
。
同
行
し
た
イ
ン
ド
人
の
社

会
学
者
は
そ
の
よ
う
な
問
題
設
定
は
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
（
静
態
的
）
で
あ
り
、
現
在
進
行
中
の
も
ろ
も
ろ
の

変
化
を
取
り
込
ん
だ
「
動
態
的
」
説
明
と
は
な
ら
な
い
、
と
同
意
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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①
「
最
淨
」
菜
食
料
理
は
ウ
デ
ィ
ピ
料
理
と
し
て
宗
教
性
の
極
意
を
達
成
し
た
普
遍
的
価
値
を
も
つ
。
し
た

が
っ
て
、
地
域
料
理
に
と
ど
ま
る
こ
と
の
な
い
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
中
の
す
べ
て
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

社
会
に
選
好
さ
れ
る
は
ず
の
料
理
で
あ
る
。
ブ
ラ
ー
マ
ン
の
生
活
す
る
所
、
全
世
界
に
い
た
る
ま
で
品

格
あ
る
料
理
と
し
て
食
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

②
宗
教
的
戒
律
の
条
件
を
維
持
す
る
た
め
に
は
食
の
「
か
た
ち
」
を
守
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

「
最
淨
」
の
ブ
ラ
ー
マ
ン
階
層
に
貢
献
し
、「
最
不
浄
」
の
「
穢
れ
」
た
階
層
を
「
食
の
場
」
に
お
い
て

物
理
的
に
峻
別
し
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
「
食
」
の
穢
れ
の
部
分
は
「
最
不
浄
」
の
階
層
が
担
う
役
割
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
穢
れ
」
の
階
層
の
子

ど
も
の
仕
事
で
あ
る
。
こ
れ
を
ひ
ろ
く
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
え
る
「
ウ
デ
ィ
ピ
の
子
ど
も
」
は
食

の
「
霊
性
」
を
確
保
す
る
た
め
に
ど
う
し
て
も
必
要
な
民
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ウ
デ
ィ
ピ
出
身
の
子

ど
も
が
物
理
的
に
、
ど
こ
の
町
の
厨
房
に
も
必
要
と
さ
れ
る
、
と
。

　
事
例
調
査
の
主
眼
点
は
「
食
」
慣
習
の
な
か
の
「
カ
ー
ス
ト
を
基
本
と
す
る
雇
用
関
係
」
を
大
略
で
確
認

す
る
こ
と
、
そ
し
て
「
ウ
デ
ィ
ピ
の
子
ど
も
が
必
要
と
さ
れ
る
慣
習
的
労
働
の
意
味
」
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
お
よ
そ
三
つ
の
異
な
る
地
域
・
都
市
の
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン

を
選
び
、
そ
こ
に
働
く
ウ
デ
ィ
ピ
出
身
の
子
ど
も
合
計
三
一
人
を
対
象
に
し
て
つ
ぎ
の
項
目
に
つ
い
て
の

210 　



6 : 2010/1/7(18:56)

　第６章　西ガーツ山脈を越える児童労働

資
料
を
作
成
し
た
。
調
査
の
内
容
は
、
①
観
察
方
法
に
よ
る
も
の
―
厳
格
な
ベ
ジ
料
理
／
レ
シ
ピ
の
料
理

内
容
記
載
の
有
無
／
座
席
区
分
の
有
無
。
ま
た
、
従
業
員
の
カ
ー
ス
ト
識
別
（
着
用
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
分
業

ラ
イ
ン
の
識
別
、
皿
洗
い
、
土
間
清
掃
）
。
②
聞
き
取
り
に
よ
る
も
の
―
出
身
地
（
村
）
・
教
育
の
有
無
（
最

終
学
年
）
・
カ
ー
ス
ト
・
就
業
年
齢
・
就
労
斡
旋
。
ま
た
調
査
対
象
の
サ
ン
プ
ル
は
表
６
に
記
し
た
。

　
イ
ン
ド
連
邦
国
家
は
言
語
を
単
位
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
言
語
州
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
か
ら
、
母
語
（
カ

ン
ナ
ダ
語
）
と
民
俗
・
慣
習
が
共
通
の
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
内
は
ウ
デ
ィ
ピ
村
の
子
ど
も
の
移
動
に
と
も
な

う
摩
擦
が
少
な
い
と
考
え
て
よ
い
。
都
市
の
規
模
や
機
能
の
観
点
か
ら
州
都
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
市
、
第
二
の

大
都
市
マ
ン
ガ
ロ
ー
ル
市
、
つ
い
で
マ
イ
ソ
ー
ル
市
の
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
を
選
ぶ
。
ウ
デ
ィ
ピ
料
理

の
老
舗
料
理
が
評
判
の
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
が
対
象
と
な
る
。
つ
ぎ
に
、
子
ど
も
の
移
動
距
離
と
社
会

的
・
文
化
的
距
離
、
言
語
、
民
俗
、
慣
習
な
ど
の
観
点
か
ら
子
ど
も
に
と
っ
て
異
質
な
社
会
と
し
て
、
近

隣
の
タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
と
マ
ハ
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
州
、
そ
れ
ぞ
れ
の
州
都
を
選
ぶ
。
両
都
市
に
は
無
数

の
ウ
デ
ィ
ピ
料
理
の
専
門
店
が
営
業
し
て
い
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
格
式
、
歴
史
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
子

ど
も
に
と
っ
て
ま
っ
た
く
の
異
国
と
も
な
る
異
文
化
の
社
会
、
チ
ェ
ン
ナ
イ
と
ム
ン
バ
イ
に
は
た
し
て
ウ

デ
ィ
ピ
村
の
子
ど
も
は
働
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
に
働
く
子
ど
も
の
姿
を
み
つ
け

る
に
は
さ
ほ
ど
の
時
間
と
労
力
を
要
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ホ
テ
ル
の
選
定
さ
え
間
違
え
な
け
れ
ば
さ
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表６.　調査対象の分類
州、市、場所 人数

１．カルナータカ州(言語・民俗・慣習の同一性基準)

　　①バンガロール市、ホテル・レストラン 3

　　②マンガロール市、ホテル・レストラン 6

　　③マイソール市、ホテル・レストラン 2

２．タミール　ナードゥ州(言語・民俗の異質性基準)

　　④山地避暑地（Ooty）農村、ホテル・レストラン 3

　　⑤チェンナイ市、ホテル・レストラン 3

　　⑥チェンナイ郊外、リゾートホテル　 2

　　⑦チェンナイ市内、レストラン(一般市民用) 4

3．マハラーシュトラ州(言語・民俗・慣習の異質性基準)

　　⑧ムンバイ市、ホテル・レストラン 2

　　⑨ムンバイ市内、レストラン(一般市民用) 6

総計 31

出所：聞き取り調査に基づき筆者作成。

ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

　
事
例
調
査
の
対
象
者
は
結
果
的
に
合
計
三
一
人
と

な
る
。
二
年
間
に
わ
た
り
都
合
四
回
の
ホ
テ
ル
滞
在

型
の
、
観
察
と
聞
き
取
り
の
調
査
で
あ
る
。
全
員
が

広
く
ウ
デ
ィ
ピ
県
の
村
々
の
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て

お
り
、
子
ど
も
の
年
齢
は
一
〇
〜
一
五
歳
の
範
囲
に

あ
る
。
就
労
の
経
験
は
、
お
よ
そ
小
学
校
一
、
二
年

時
に
学
業
を
放
棄
し
て
労
働
仲
介
人
の
世
話
で
働
き

口
を
得
た
事
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　
南
イ
ン
ド
一
帯
の
三
州
に
展
開
す
る
ウ
デ
ィ
ピ
村

（
地
域
）
出
身
の
子
ど
も
達
を
対
象
に
し
た
調
査
結
果

の
概
要
は
、
ほ
ぼ
、
つ
ぎ
の
六
点
に
要
約
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
三
州
へ
の
、
ウ
デ
ィ
ピ
村
か
ら
の
子
ど

も
の
移
動
は
地
理
的
距
離
、
ま
た
言
語
・
民
俗
・
慣
習

の
異
質
性
な
ど
の
基
準
に
照
ら
し
て
も
「
な
ぜ
、
ウ
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デ
ィ
ピ
村
の
子
ど
も
か
」
の
設
問
に
は
答
え
ら
れ
な
い
。
は
じ
め
に
述
べ
た
通
り
、
幼
い
子
ど
も
が
親
や

家
族
の
生
活
圏
か
ら
一
人
、
遠
く
離
れ
て
、
異
文
化
社
会
の
厨
房
に
働
く
根
拠
を
み
つ
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
通
常
、
わ
れ
わ
れ
の
知
る
労
働
移
動
の
理
論
は
こ
の
事
例
の
根
拠
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

三
州
の
事
態
に
共
通
す
る
理
由
は
カ
ー
ス
ト
の
排
他
性
、
つ
ま
り
、「
食
と
浄
と
穢
れ
」
の
原
初
的
問
題
に

深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
古
く
し
て
今
も
な
お
、
問
わ
れ
る
カ
ー
ス
ト
の
帰

属
意
識
の
問
題
が
あ
る
。

①
ウ
デ
ィ
ピ
菜
食
料
理
に
は
前
期
ベ
ー
ダ
時
代
（
前
一
五
〇
〇
〜
前
一
〇
〇
〇
年
ご
ろ
）
か
ら
の
伝
統
の
魅

力
が
あ
り
、
広
く
菜
食
を
好
む
多
く
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
だ
け
で
な
く
異
教
徒
に
も
愛
さ
れ
て
き
た
。
ウ

デ
ィ
ピ
料
理
は
ウ
デ
ィ
ピ
の
地
に
お
い
て
ク
リ
シ
ュ
ナ
（
神
）
に
献
上
し
た
菜
食
料
理
を
そ
の
起
源
と

す
る
と
信
じ
ら
れ
、
そ
の
食
の
「
霊
性
」
が
重
ん
じ
ら
れ
て
き
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
最
浄
」
の

料
理
は
「
最
浄
」
階
位
に
あ
る
ブ
ラ
ー
マ
ン
料
理
人
に
よ
り
調
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
食
す

る
顧
客
も
ま
た
、
同
位
の
階
層
に
あ
る
も
の
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
関
係
図
は
料
理
人
と
顧
客
は
同
一
の

カ
ー
ス
ト
関
係
を
も
つ
こ
と
、
そ
し
て
、「
食
」
を
作
り
出
す
厨
房
の
料
理
人
た
ち
は
ブ
ラ
ー
マ
ン
で
あ

り
、
食
事
の
場
で
顧
客
に
接
す
る
給
仕
人
も
同
じ
く
ブ
ラ
ー
マ
ン
の
階
層
に
属
す
る
者
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
食
後
の
廃
棄
物
、
ご
み
処
理
、
皿
洗
い
な
ど
の
「
穢
れ
」
の
仕
事
は
す
べ
て
「
最
不
浄
」
の
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民
、
ダ
リ
ッ
ト
階
層
の
子
ど
も
の
仕
事
と
な
る
。
こ
れ
が
「
食
」
と
「
カ
ー
ス
ト
規
範
」
の
不
可
分
の

関
係
を
示
す
純
粋
な
形
と
い
わ
れ
る
。
ウ
デ
ィ
ピ
の
農
村
部
に
は
こ
の
関
係
図
が
今
も
厳
格
に
守
ら
れ

て
い
る
と
い
う
。

②
ウ
デ
ィ
ピ
料
理
店
は
そ
の
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、
料
理
店
主
や
料
理
人
は
、
出
身
地
ウ
デ
ィ
ピ
村
と

同
郷
の
ダ
リ
ッ
ト
階
層
の
子
ど
も
を
必
要
と
す
る
。
店
の
経
営
と
所
有
は
ブ
ラ
ー
マ
ン
夫
婦
の
個
人
で

あ
っ
て
小
規
模
の
家
族
経
営
の
形
態
を
と
り
、
親
族
、
知
人
、
友
人
な
ど
の
関
係
に
あ
る
同
郷
の
子
ど

も
が
選
好
さ
れ
る
。
こ
れ
は
擬
似
家
族
の
雇
用
関
係
を
意
味
し
、
と
き
に
は
幼
い
子
ど
も
の
雑
役
労
働

を
「
家
事
労
働
」、「
手
伝
い
」
な
ど
と
偽
装
す
る
こ
と
に
役
立
つ
。

③
「
食
」
と
「
浄
穢
れ
」
の
カ
ー
ス
ト
関
係
は
維
持
さ
れ
な
が
ら
、
子
ど
も
の
働
く
場
が
巡
礼
者
へ
の
宿
泊

や
食
事
サ
ー
ビ
ス
を
主
に
提
供
す
る
農
村
部
の
宿
や
食
堂
な
ど
の
場
合
、
雇
用
主
と
子
ど
も
の
カ
ー
ス

ト
関
係
は
厳
し
く
維
持
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ブ
ラ
ー
マ
ン
に
対
す
る
宿
泊
と
食
事
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
は
伝
統
を
厳
し
く
守
り
、
古
代
イ
ン
ド
ヴ
ェ
ー
ダ
の
時
代
か
ら
継
承
し
た
（Vedik

）
菜
食
料
理
に
徹

し
、
そ
の
食
の
正
当
性
や
伝
統
の
偉
大
さ
を
宣
伝
・
広
告
を
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
穢
れ
」
の
仕
事
は
ダ

リ
ッ
ト
の
幼
い
子
ら
の
領
分
、
薄
暗
い
厨
房
の
奥
深
く
に
人
目
を
は
ば
か
る
よ
う
に
働
く
姿
が
あ
る
。

④
州
内
の
比
較
的
大
き
な
都
市
に
な
る
と
、
営
業
規
模
も
多
少
大
き
く
な
る
が
ブ
ラ
ー
マ
ン
夫
婦
の
家
族
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企
業
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。
店
主
・
料
理
人
と
子
ど
も
達
の
あ
い
だ
の
カ
ー
ス
ト
関
係
は
先
に

述
べ
た
擬
似
家
族
の
そ
れ
と
比
べ
い
っ
そ
う
巧
妙
に
な
る
。
わ
た
く
し
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
店
主
・
料

理
人
の
子
ど
も
と
し
て
カ
ー
ス
ト
背
景
を
隠
蔽
し
、
ま
た
、
家
事
手
伝
い
を
装
う
と
い
う
法
律
逃
れ
の

便
法
策
を
と
る
。
同
郷
の
出
身
者
の
利
点
で
あ
る
。
九
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
都
市
部
の
飲
食
店
な
ど

に
官
憲
に
よ
る
児
童
労
働
摘
発
の
動
き
が
高
ま
る
が
、「
一
九
八
六
年
―
児
童
労
働
禁
止
・
防
止
法
」
の

適
用
を
う
け
裁
か
れ
た
事
例
は
皆
無
と
い
う
。
さ
ら
に
、
州
都
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
市
や
隣
接
州
の
チ
ェ
ン

ナ
イ
市
や
ム
ン
バ
イ
市
に
も
同
じ
よ
う
な
事
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
都
市
で
は
経
営
規

模
も
大
き
く
、
複
数
の
職
種
に
わ
た
る
複
数
の
従
業
員
を
雇
用
し
て
い
る
の
で
、
雇
用
主
と
子
ど
も
従

業
員
と
の
カ
ー
ス
ト
関
係
は
変
わ
る
こ
と
は
な
い
が
、
し
ば
し
ば
地
元
の
ダ
リ
ッ
ト
を
働
か
せ
て
い
る

こ
と
が
多
い
。
基
本
的
に
は
上
位
カ
ー
ス
ト
と
中
位
カ
ー
ス
ト
の
構
成
で
料
理
の
食
材
調
達
・
調
理
配

膳
を
、
そ
し
て
、
廃
棄
物
の
処
理
、
皿
洗
い
な
ど
の
後
片
付
け
は
す
べ
て
カ
ー
ス
ト
外
の
不
可
触
民
の

子
ど
も
達
が
あ
た
る
。
こ
の
基
本
型
は
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

⑤
近
年
、
都
市
発
展
の
著
し
い
南
イ
ン
ド
の
チ
ェ
ン
ナ
イ
や
北
西
部
の
ム
ン
バ
イ
で
は
都
市
化
や
工
業
化

に
と
も
な
い
、
人
種
構
成
や
生
活
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、「
食
」
に
対
す
る
考
え
も
多
様
化
す
る
。
一

つ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
菜
食
料
理
、
非
菜
食
料
理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人
気
の
あ
る
中
国
料
理
、
さ
ら
に
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は
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
さ
え
提
供
し
な
け
れ
ば
競
争
で

き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
需
要
変
化
に
対
応
し
て
伝
統

の
ウ
デ
ィ
ピ
菜
食
料
理
は
厳
格
な
カ
ー
ス
ト
規
範
を

維
持
で
き
る
だ
ろ
う
か
。「
市
場
変
化
」、「
食
」
と

「
カ
ー
ス
ト
規
範
」
の
関
係
の
如
何
が
い
わ
ば
、「
ク

リ
シ
ュ
ナ
神
へ
の
献
上
料
理
」
創
造
の
最
終
工
程
を

担
う
ダ
リ
ッ
ト
の
労
働
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
に

違
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
進
行
す
る
で
あ
ろ
う
社
会
変

動
が
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
「
食
」
と
「
カ
ー
ス
ト

規
範
」
の
関
係
図
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す

か
、
あ
る
い
は
不
変
な
も
の
な
の
か
が
明
ら
か
に
な

る
ま
で
は
、
今
し
ば
ら
く
の
時
間
を
要
す
る
と
思
わ

れ
る
。
従
っ
て
、
ウ
デ
ィ
ピ
料
理
に
関
わ
る
児
童
労

働
の
問
題
は
以
上
の
関
係
図
と
そ
の
脈
絡
の
な
か
で

初
め
て
正
確
な
位
置
づ
け
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
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と
考
え
る
。

⑥
各
地
に
こ
の
よ
う
に
ウ
デ
ィ
ピ
菜
食
料
理
と
い
う
き
わ
め
て
宗
教
上
の
霊
性
が
付
与
さ
れ
た
「
食
」
と
、

料
理
人
そ
の
他
の
従
業
員
の
間
に
あ
る
「
カ
ー
ス
ト
関
係
」、
そ
の
背
後
に
あ
る
「
浄
と
穢
れ
」
の
思
想
、

そ
し
て
、
カ
ー
ス
ト
制
度
の
外
に
あ
る
階
層
ダ
リ
ッ
ト
と
い
う
「
不
可
触
民
」
児
童
労
働
が
相
互
連
関
す

る
世
界
が
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
こ
と
に
驚
愕
す
る
思
い
が
あ
っ
た
。
経
済
進
歩
の
象
徴
Ｉ
Ｔ
都
市
バ

ン
ガ
ロ
ー
ル
市
の
老
舗
ホ
テ
ル
に
も
、
国
際
金
融
の
中
心
都
市
の
一
つ
ム
ン
バ
イ
市
の
高
級
ホ
テ
ル
に

も
、
ま
た
歴
史
を
誇
る
ウ
デ
ィ
ピ
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
も
同
じ
世
界
を
見
た
の
で
あ
る
。
ウ
デ
ィ
ピ

村
の
子
ど
も
は
今
も
、
間
断
な
く
西
ガ
ー
ツ
山
脈
を
越
え
て
東
は
Ｉ
Ｔ
の
街
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
へ
、
ま
た

北
は
繁
栄
を
続
け
る
国
際
金
融
の
街
ム
ン
バ
イ
へ
と
移
動
を
続
け
る
。
徒
歩
と
バ
ス
を
乗
り
継
ぐ
、
イ

ン
ド
の
も
う
一
つ
の
「
野
麦
峠
」
越
え
で
あ
る
。

注
（
１
）
労
働
慣
習

本
章
の
問
題
と
関
連
す
る
文
献
三
点
を
挙
げ
る
。
両
筆
者
の
現
地
調
査
は
、
私
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
あ
た
る
。
人
類
学

者
と
社
会
学
者
に
よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
の
成
果
で
あ
り
、
参
考
と
す
る
と
こ
ろ
少
な
く
な
い
。
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
地
域
の

カ
ー
ス
ト
分
類
は
下
記
論
文
（
２
）
の
執
筆
者
の
一
人P.S.R

aghavenndra

に
よ
る
（P.320

）。
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